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逆運動学を利用して陽子及び重陽子による 91Y (107 MeV/u)の核破砕反応の同位体生成断面積を測定した。

実験は理化学研究所の RIビームファクトリー (RIBF)にて実施した。過去に測定された 93Zrや 93Nbのデー

タと比較することで、核破砕反応における中性子魔法数 50の殻効果について考察する。 
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1. 緒言 

長寿命核分裂生成物の合理的な核変換手法の検討に不可欠な核反応データ取得のため、放射性同位体

(79Se, 93Zr[1], 107Pd[2],126Sn ,135Cs) の陽子、重陽子標的を用いた核破砕反応断面積測定が RIBFで行われた。測

定された 93Zr[1]核破砕反応の Yおよび Srの同位体生成断面積は、中性子魔法数による閉殻構造の影響を受

けていることが確認された。本研究では、この閉殻構造が同位体生成断面積に及ぼす影響をさらに調査す

るため、上記の測定で二次ビームに含まれていた中性子魔法数近傍核（中性子数 52）である 91Yについて

解析を行った。 

2. 実験概要及び測定結果 

91Yは核子あたり 345 MeVの 238Uを 9Beに照射することで起

こる飛行核分裂反応から生成した。91Yビームは二次標的 (CH2, 

CD2, C) に照射された。その後生成同位体は分離装置 ZeroDegree 

Spectrometer (ZDS) を用いて識別される。図は ZDSにおける粒

子識別図である。縦軸は原子番号 Z、横軸は質量電荷比 A/Q を

表し、多様な核種が生成されていることが分かる。最終的に二

次ビームの個数と各々の同位体の個数から同位体生成断面積を

導出した。発表では、91Yと先行研究の 93Zrのデータを用いて中

性子魔法数 50の殻効果を議論し、核反応モデル計算との比較を行う。 

付記: 本研究は、総合科学技術・イノベーション会議が主導する革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）の一環と

して実施したものです。 
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